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Ⅰ研究の成果(1000字 程度)
(図表 も含めて分か りやす く記入のこと)
芳香 族ニ トリルは 、酸 あるい は塩 基存 在下、高 温で加 熱す ると三量化 して、 トリア
ジ ン環 が形成 す る。 同様 の手法 で、 両末端 にシア ノ基 を もつ芳 香族ニ トリルか らは、
トリアジン環 を複数個有す るポ リマーが生成す る。
本研 究で は、 トリアジ ン環含 有 ポ リマーを個 々の成分 に単離 ・生成 して構 造 を決 定
し、その光学特性 を調べ た。
各 トリアジン誘導体 の紫外 ・可視吸収 スペ ク トル は、X=CH2,O,NMeの 順に長波
長側 に シフ トした。X=NMeの 場合 、nが 大 き くなるにつ れ 、長波長側 に新たな吸収
の肩 が現れ 、 さらに、X=NMeの 場合 のみ、強 い蛍光 を発 した。蛍光波長 も、n=1
とn≧2で は異 なった(図1)。
X=NMe(n=1)の トリアジ ン誘 導体につい ては、その単結 晶構造解析 に成功 した。
この結晶 は、 らせ ん構造 を持 ち、内部 に直径～7.5Åの 円柱状 の一次元 チャンネル が存
在 した(図2)。 今後 、 このチ ャ ンネル にゲス ト分子 を包接 させ 、光学特性 を変化 させ
るこ とによ り、新 たな(固 体)物 性 を発現 させ ることを期待 できる。
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